
令和６年度岡山県高等学校 PTA 連合会会長研修会（第５回） 

参加報告 

 

日  時  令和６年８月３日（土）１３：３０～１７：３０ 

会  場  ピュアリティまきび 

参加者  岡山県内高等学校ＰＴＡ会長 他 ５２名 

 

１． 開会式  挨 拶  岡山県高等学校ＰＴＡ連合会会長 竹原和志（岡山一宮高校ＰＴＡ会長） 

         祝 辞  岡山県教育委員会教育長      中村正芳 様 

               岡山県高等学校長協会副会長   甲本龍平 様（岡山一宮高校校長） 

２． 講  演  演 題  「唯一❝夢❞二」 

講 師  障害者野球チーム「岡山桃太郎」投手 早嶋健太 氏 

生まれつき左手に障害（左上肢手指欠損）があるが、小学校５年生から野球を始め、健常

者の中でレギュラーをつかむ。平成２８年から創設３３年の歴史を持つ岡山県の障害者野

球チーム「岡山桃太郎」に所属し、二大会連続で世界一に輝き、最優秀選手に選ばれた。 

３． 岡山県生徒総合保障制度の説明 

４． 分散会  〈Ａ〉～〈Ｃ〉 ３つの議題について 

５． まとめ発表 

６． 閉会式  挨 拶  岡山県高等学校 PTA 連合会副会長 池上鎌三郎（清心女子高校ＰＴＡ会長） 

７． 情報交換会 

 

【講演会内容】 

障害があるからやりたいことができないとあきらめず、ご両親とともにできる方法を考え、健常者の方と変

わらず何でも自分でしているので、気遣いをされるのが嫌なんだそう。負けず嫌いで、片手ではできない

と思われる靴紐を結ぶ、縄跳び、雑巾絞りなども工夫したやり方を披露してくれました。ご両親ができない

ことをできるように一緒に考えてくれる、そして、いつも前向きな声掛けをしてくれたのが良かったと話され

ていました。自分用に開発されたグローブで野球をしている姿を見た同じ障害を持つ少年との出会い、二

度ＭＶＰを受賞された世界大会の映像の披露もありました。 

 

【分散会内容】 

〈Ｂ〉今の時代に合ったＰＴＡ活動の変化とは？ＰＴＡの存在意義 

司会 ： 森長（倉敷翠松） 

岡山南・岡山理大附属・創志学園・岡山御津・井原・総社南・方谷學舎 ８名 

コロナ禍を経て、現在の活動についてそれぞれ発表しました。活動を経験したことのない役員が増えたこ

とで、従来の活動をリセットし、新しい企画を考えて進めている学校もありました。昨年、高梁日新から方

谷學舎に代わり、ＰＴＡ活動の進め方を相談され、みんなで話し合いをしました。ＰＴＡだからできることが

あるという結論になり、やはり PTA は必要ということで話がまとまりました。 

 

【感 想】 

昨年から引き続きの参加ですが、各校のＰＴＡ活動の話を聞くことはとても参考になります。改善したいこ

とがあれば、時間をかけてでも役員と先生方で話し合っていくことで進めていきたいです。講演会は、早

嶋氏ご自身の努力の凄さとご両親の前向きな子育てに感心をしました。 

 

ＰＴＡ会長 中江真紀子 


